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 下顎骨に CO・ laser を 照射 した 際 に生 じる炭化屡 ・熱変雛鷹 の存在が治癒過程におよ ぼす影
 響を調べるため, これら2磨を掻爬・除去 した時の治癒修復過程を病理組織学的に検索 した。 ま
 た, 歯根部に照射 した際の歯質・歯髄・歯槽骨の変化およびその治癒修復過程を病理絽織学的に
 検索 し, あわせて照射時の髄腔内温度変化を計測 した。 実験方法は以下のとおりである。 即ち,
 静脈麻酔した雑種成犬の下顎骨左右小臼磁部類測の粘膜・骨膜を剥離 し, 骨体部の骨面に垂直に,
 焦点径3臓で60Wi秒間照射後, 炭化屡・熱変性屡を掻麗・除去 した群と, 照射後未処置群, お
 よびダイ ヤモン ドバー装着エアタービンで形成 した類似欠損群の3群について, 直後～i6遍後に
 光顕的検索を行った。 また, 左書上下顎の犬歯部頬側の粘膜・骨膜を剥離し, 醗槽骨縁から約5
 麗低位の濃根中央相当部骨面 に, 焦点径 3寵舵で根面に垂直に20W, 40W, 60Wの各鐵力で3秒間
 照射し, これら3群について, 直後～4週後に光顕的検索を行った。 さらに, 犬函歯竃を切縁か
 ら2/3の高さで切断し, ただちに露髄部より髄腔内に熱電対を潮入 し, 20W, 感OWの各出力で
 3秒間照射 した時の髄腔内濃度変化を レコーダーで記録 した。 結果は以下のとおりである。
 i) 下顎骨への照射後, 炭化繕・熱変性屡を掻爬・除去した群では, ダイ ヤモン ドバー装着エア
 タービンで形成 した類似欠損群と比べて, 初期ではやや治癒が遅延するものの, 8週後にはほ
 ぼ同等の治癒を示し, 照射後来越置群と比べて明らかに良好な治癒を認めた。 したがって, 炭
 北屡 ・熱変性騒は責極的に除去すべきであ る。
 2) 歯槽骨上から犬鱒歯根部へ照射すると, 20Wでは象牙質i/2に達する欠損が, 40Wでは歯
 髄に達する欠損が, 6DWでは歯髄を貫通する欠損が生 じ, 歯髄では象牙芽綱胞の消失や歯髄の
 局所的な萎縮などが認められるが, 4週後には良好な治癒を示 し, 40W, 60Wでは修復象牙質
 の形成がみられた。 函槽骨には, 2週後において多数の破骨細胞が出現しており, 盛んな吸収
 活動を行っているが, 4週後ではほぼ終了 していた。 照射時の髄腔内温度変化は, 20W照財部
 根管垂直'ドでは26℃上昇して6G℃, 照射部歯髄中央部ではio℃上昇して磁℃, 40W照射時の照
 射部歳髄中央部で1擬7℃上昇して5i℃を記録 した。 これらの温度上昇と旛髄の病理組織所見よ
 り, 熱による歯髄傷害は44～5i℃で生じると考えられ, これ以上の温度上昇が予想されるよう




 近年, 口腔領域の各種疾患に対 して高出力炭酸ガス レーザーを用いる手術が行われるようにな
 った。 術中出漁や周 辺組織に及ぼす影響が少ないことが利点とされている。 しかし, レーザー照
 窮が正常の骨および歯髄に与える 障害とその修復過程に関する報告は少ないのみな らず, 論議も
 定まっていない。
 牽論文 は成犬を嗣いで, 下顎骨および犬蜥歯根部 に炭酸ガス レーザーを照扇 して, ①炭化層・
 熱変性屡と骨継織の修復過程との関連性について, ②歯髄に及ぼす影響について髄腔内温度変化
 と対比 しっっ病璽絹織学的に検索 した ものである。
 ① 下顎骨骨体部骨面に垂直に, 炭酸ガス レーザーを60W1秒間照射 した群と, 照射後炭化層
  ・熱変性層を掻爬 して除去 した欝およびダイ ヤモン ドバー装着エアター ビンにて類似の欠損
  を作成した群とについて経霞的に病理絽織学観察を行っている。 その結果, 照射のみの群で
  は照射欠損部の修復治癒過程がかなり遅延するが, 炭化屡 ・熱変性屡を除去した舞では修復
  経過は良好で, エアタービンによる類似欠損群と聞様に8週後にはほぼ治癒 していた。
 ② 歯槽骨上から犬歯歯根部を20W, 40W, 60Wでそれぞれ3秒間照射して, 経沼的に露髄組
  織を病理組織学的に検索 している。 照射出力に応 じた象野芽綴胞の消失や, 歯髄綴織の消失,
  萎縮な どが認められたが, いずれもきわめて限局的であり, 4週後には良好な治癒を示 して
  いた。 また, 象牙質の貫通をみた40Wおよび60W群では修復象牙質形成がみられた。 刺入し
  た熱電対による髄腔内温度変化と対比させると レーザー照射による歯髄傷害は44～5三℃ で塗
  じる ものと推定された。
 以上の結果か ら, 著者は炭酸ガス レーザー照射による骨傷讐の治癒 遅延は, 炭化磨・熱変性属
 の存在によるものであり, これらを掻爬除去すれば良好な治癒経過をえることができると述べて
 いる。 また, 照射条件, 髄腔内温度変化と歯髄の病鍵組織所見とを箆較検討することにより, 60
 W3秒照射でも露髄の貫通創はき わめて限局的なものであり, その治癒経過が良好であることか
 ら, 髄腔内温度が歯髄傷害を惹起するほど上昇して も, 限局的な照射であれば修復機転は期待し
 うると述べている。
 以上, 本論文は, 高出力炭酸ガス レーザー手術を口腔領域に施行するにあたっての重要な基本
 的問題点を解明 したものであり・ 臨床応爾に示唆するところ大なるものがある。 よって, 本論文
 は, 十分学位授与に値するものと認める。
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